
事業番号 - - -

（ ）

引き続き、景品表示法に基づき、一般消費者を誤認させる表示等について厳正な法執行を行っていくことが必要である。

令和6年度要求

-

-

-

84

(目)

(目)

9

(目)

5 5

1

9

非常勤職員手当

審査活動費

審査活動旅費

諸謝金

その他

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
73%

主な増減理由（・要望額・予備費）

75%

令和6年度要求

事業概要URL

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 84

68

36%

1

執行率（％）
=(G)/(F)

73% 75% 77%

景品表示法違反事件調査経費

(目)

2023 消費 22 0024

消費者庁

政策 【1】消費者政策の推進

事業の目的
（5行程度以内）

本事業は、景品表示法に基づき、一般消費者を誤認させる表示等について厳正な法執行を行うとともに、違反行為等について公表することにより、一般消費者の注意を喚起し、消
費者利益を確保することを目的とする。

表示対策課 課長　南　雅晴

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
不当景品類及び不当表示防止法（景品表示法）

関係する
計画、通知等

消費者基本計画工程表
施策番号Ⅰ（２）③ア、Ⅰ（２）④ア、Ⅱ（４）②、Ⅱ（４）③

事業名 不当表示等違反事件調査 担当部局庁 消費者庁 作成責任者

事業開始年度

施策 施策名：【1-⑦】 消費者表示対策の推進

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

平成21年度
事業終了

（予定）年度 終了予定なし 担当課室

71 -

補正予算（B) - ▲0.2 71

-

-

84

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 64 63 61 84 84

- - -

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

景品表示法を運用し、違反行為に対して厳正に対処する。

実施方法 直接実施、委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 47 47 47

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

64 62.8 61 155

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 委員等旅費 0.4 0.4

翌年度へ繰越し（D) - - ▲ 71 -

68

1

1



成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

本事業の目的は、景品表示法の厳正な運用を通じて、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するような表示等を排除し、一般消費者の利益を確保す
ることにあるが、当該表示等の排除により、一般消費者の利益をどの程度保護することができたのかを測ることはできないため、定量的な指標を示すことは困難で
ある。

目標値

達成度 ％

-

↓

不当表示等の事案に対し行政処分を行うなど所管法
の厳正な執行を行い、これを公表して一般消費者に注
意喚起することにより、一般消費者による自主的かつ
合理的な選択を確保し、消費者利益を確保することを
定性的な目標とする。

-

成果実績 - -

-

景品表示法を運用し、違反事業者に対して厳正な対処を行う。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み

活動目標 活動指標

年度

- -

定量的な成果指標 単位

総件数 228

目標年度
令和4年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

景品表示法に違反する事業者に対して
厳正な対処を行うことにより、一般消費
者の利益を確保する。

（参考指標）排除措置命令件数、
課徴金納付命令件数、指導件数

活動実績

定量的な成果指標

目標値

年度

達成度

単位 令和2年度

-

- - -

成果実績

目標最終年度

達成度 ％

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

令和４年度においては、不当表示等に対して景品表示法の規定に基づく措置命令・課徴金納付命令を行いこれを公表（計58件）、積極的な行政指導を実施（112
件）及び一般消費者への注意喚起を実施することにより、一般消費者の自主的かつ合理的な選択を確保・消費者利益を確保した。

令和2年度 令和3年度

-

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

224

令和2年度 令和3年度 令和4年度
年度

-

-

目標年度

-％

-

目標値 -

- -

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

170

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

本事業では、景品表示法の執行により、同法に基く排除措置命令、課徴金納付命令及び行政指導が具体的な活動実績となるため。

-

成果目標①-3の
設定理由

（長期アウトカム
へのつながり）

成果実績

成果目標及び成果実績
①-2

（中期アウトカム）

成果目標 単位



-

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度 0016

備考

消費者庁

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 0014

平成25年度 0016

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

（選択してください）

（選択してください）

0019

平成30年度 0021

平成23年度 -

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 0020

平成29年度 0020

令和3年度

平成27年度

令和2年度 消費者庁 0028

0024

令和4年度 2022 消費 21 0021

2021 消費

上記への対応状況

上記への対応状況

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0028

目標年度における効果測定に関する評価（令和○年度実施）

点検結果

外部有識者の所見



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ
いて補足する）
（単位：百万円）

消費者庁

４６．９百万円

Ａ．検査機関等（１者）

１．０百万円

Ｂ．職員（７５名）

４３．６百万円

〔景品表示法等違反事件調査に係る対象商品の分析検査・鑑定等〕

【随意契約（少額）】

Ｃ．民間事業者等（６者）

０．８百万円

Ｄ．有識者等（７名）

１．５百万円

〔景品表示法等違反被疑事件調査に係る給与及び旅費等〕

【その他】

【随意契約（少額）】

〔景品表示法違反事件調査に必要な役務及び物品等の調達〕

【その他】

〔景品表示法違反事件調査に係る意見書の執筆謝金等〕



　

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

雑役務費 景品表示法違反事件調査に係る試験鑑定 1
非常勤職員手
当

景品表示法違反事件調査に係る非常勤職員Ａの年間給与 5.4

C. D.

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

計 1 計 5.4

雑役務費 判例検索等情報サービスの利用 0.3 諸謝金 景品表示法違反事件調査に係る意見書の執筆謝金 0.4

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0.3 計 0.4

E. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 計

G. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 計

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック



支出先上位１０者リスト

A.

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 検査機関等Ａ -
景品表示法違反事件調査に係る対象商
品の分析検査・鑑定等（１契約ごとの金
額）

1
随意契約（少

額）

検査機関名・分析検査の内容を明らかにすることにより、
どの分野の商品について調査を行っているかがおおよそ
推測できるため、記載を省略。

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等 入札者数
（応募者数）

落札率

4

3

2

7

6

5

9

8

12

11

10

15

14

13

17

16

20

19

18

23

22

21

25

24

28

27

26

30

29



B

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等 入札者数
（応募者数）

2 職員B（個人） 景品表示法違反事件調査に係る補助業務職員の年間
給与 5.3 その他

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 職員A（個人） 景品表示法違反事件調査に係る補助業務職員の年間
給与 5.4 その他

5 職員E（個人） 景品表示法違反事件調査に係る補助業務職員の年間
給与 5.1 その他

4 職員D（個人） 景品表示法違反事件調査に係る補助業務職員の年間
給与 5.1 その他

3 職員C（個人） 景品表示法違反事件調査に係る補助業務職員の年間
給与 5.2 その他

8 職員H（個人） 景品表示法違反事件調査に係る補助業務職員の年間
給与 4.6 その他

7 職員G（個人） 景品表示法違反事件調査に係る補助業務職員の年間
給与 4.9 その他

6 職員F（個人） 景品表示法違反事件調査に係る補助業務職員の年間
給与 5 その他

消費者庁として購入することを明らかにできないため、職
員が一般消費者を装って購入

10 職員J（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.2 その他 同上

9 職員I（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.2 その他

同上

13 職員M（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他

同上

12 職員L（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他

11 職員K（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.2 その他

同上

16 職員P（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他

15 職員O（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他

同上

14 職員N（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他 同上

同上

18 職員R（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他 同上

同上

17 職員Q（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他

同上

21 職員U（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他

同上

20 職員T（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他

19 職員S（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他

同上

24 職員X（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他

23 職員W（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他

同上

22 職員V（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他 同上

同上

26 職員Z（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他 同上

同上

25 職員Y（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他

同上

29

同上

28 職員ほか48名(1件5万円未満の者)
景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 1 その他

27 職員AA（個人） 景品表示法違反事件調査に係る違反被疑商品の物品
等購入費及び現地調査旅費 0.1 その他

30



C

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社TKC 5060001002844 判例検索等情報サービスの利用 0.3
随意契約（公

募）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

3 株式会社フジテックス 9011101019218 景品表示法措置命令公表時の合同記者
会見用備品の作成 0.2

随意契約（公
募）

2 株式会社ＤＴＳ 9010401018458
景品表示法に係る情報セキュリティ
保全業務 0.2

随意契約（公
募）

6 株式会社静岡銀行 5080001002669 課徴金納付の督促に応じない納付義務者
の財産調査 0

随意契約（公
募）

5 株式会社共電秋田 2410001004196 景品表示法違反事件に係る事情聴取に
伴う貸会議室の借料 0

随意契約（公
募）

4 株式会社三省堂書店 7010001016830 書籍の購入 0
随意契約（公

募）

9

8

7

11

10

14

13

12

17

16

15

19

18

22

21

20

25

24

23

27

26

30

29

28



D

2 有識者B（個人） 景品表示法違反事件調査に係る意見書の執筆謝金 0.4 その他

1 有識者A（個人） 景品表示法違反事件調査に係る意見書の執筆謝金 0.4 その他

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等 入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

4 有識者D（個人） 景品表示法違反事件調査に係る意見書の執筆謝金 0.3 その他

3 有識者C（個人） 景品表示法違反事件調査に係る意見書の執筆謝金 0.3 その他

7 有識者G（個人） 景品表示法違反事件調査に係る意見書の執筆謝金 0 その他

6 有識者F（個人） 景品表示法違反事件調査に係る意見書の執筆謝金 0 その他

5 有識者E（個人） 景品表示法違反事件調査に係る意見書の執筆謝金 0.1 その他

10

9

8

12

11

15

14

13

18

17

16

20

19

23

22

21

26

25

24

28

27

30

29




